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●モーターの効率を高め自動車や家電等を省エネ化

CO2排出量削減のポイント

●水素社会の実現に貢献

CO2排出量削減のポイント

●お客様におけるめっき・塗装・意匠付与工程の省略

CO2排出量削減のポイント

●より少ない素材で自動車車体・部品の製造が可能

CO2排出量削減のポイント

EXAMPLEEXAMPLE

EXAMPLEEXAMPLE

電気エネルギーのロス（鉄損）を
削減する高機能鋼板

高効率電磁鋼板

© Iwatani Corporation

12

34

お客様の製造プロセスにおける
CO2 排出量の削減

素材由来の
CO2 排出量の削減

お客様の製品が社会で使用される際の
CO2排出量の削減

社会のエネルギー転換
への貢献

クリーンエネルギーの拡大に必要な高機能製品・
ソリューション技術の提供を通じて、社会のエネ
ルギー転換に貢献。

製品の省エネルギー化やメンテナンス周期の長期
化等を通じて、製品のライフサイクルにおける
CO2排出量の削減に貢献。

素材の高強度化や工法･設計提案等により、製品
あたりの素材使用量の削減を可能とし、CO2排出
量の削減に貢献。

製造プロセスにおける省工程化や省力化、短工期
化等の実現により、CO2排出量の削減に貢献。

水素ステーション等の
インフラに必要な
高圧水素用ステンレス鋼

高強度素材や設計･工法等の
ソリューション提案による
車体軽量化への貢献

素材自体の美しさと機能性を
両立したヘアライン調のプレ
めっき鋼板
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日本製鉄では、これまでもお客様の製造工程やお客様の製品使用
時の脱炭素化に貢献する多彩な高機能鋼材・ソリューション技術
を提供してきました。それらを「NSCarbolex® Solution」として
体系化・ブランド化し、これまで以上にお客様に役立てていただ
ける鋼材供給と使用時の工法提案を含めた情報提供を行っています。
鉄の還元プロセスの脱炭素化を進めて高級鋼を安定供給し続ける
とともに、製品・技術開発により、ラインアップをさらに拡充させ、
社会のあらゆるフィールドでCO2排出量削減に一層貢献していきます。

高機能製品・ソリューション技術で
脱炭素化を支える

2つ目の価値
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日本製鉄（株）
営業総括部 営業企画室 営業企画課 （取材時）

藤本 貴大 主幹

日本製鉄（株）
営業総括部 営業企画室 営業企画課

田中 浩三郎 主査
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NSCarbolex® Solutionが提供する　 つの価値4


